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1. 流域の概要 
1.1 流域・河川の概要 

武庫川水系は、その源を篠山
ささやま

盆地
ぼ ん ち

の

南境をなす摂津・丹波国境の丹波丘陵

地帯丹波山地に源を発し、篠山市内南

矢代地区で河川名を武庫川に変え、天

神川をと合わせ大蛇行しながら三田市

に至る。さらに三田市広野まで大蛇行

しながら流下し、広野で相野川、内神川
うちがみがわ

、

青野川を、三田盆地三田市街南では山

田川を、神戸市北区道場町で有馬川、

船坂川
ふなさかがわ

、羽束川
はつかがわ

を合わせて、これより

宝塚市の生瀬宝塚までは北摂山地を浸

食してできた流紋岩の山地を深い峡谷

に沿ってを流下する。峡谷部の南端で

名塩川
なじおがわ

、太多田川を合わせて宝塚付近

で武庫平野に出る。さらに小支川逆瀬

川、仁川、天王寺川を合わせて武庫平

野に出てを南下し、西宮市、尼崎市の

間を貫流し、大阪湾に注いでいる。 

武庫川は二級河川に指定されており、

その流域は 2府県 7市 1町にまたがり、

流域面積 499.9km2、幹川流路延長

65.7kmである。 

武庫川の河川状況は、地形によって平坦な農耕地を流れる上流部、急峻な峡谷部をなす中流部、

平坦な市街地を流れる下流部にわけられる。 

上流部は川幅が狭く、勾配が小さいので、非常に緩やかな流れになっている。ほとんどが築造

された単断面河道または山付けであり、堤防上に沿っては桜並木が整備されており、散策道に利

用されている。羽束川が合流する中流部の峡谷部は自然環境やな景観が保たれており、名称のつ

いた大きな瀬・渕・岩などが多くあり、峡谷の名所となっている。特に武田尾から下流部は四季

を通じて廃線跡および桜の園ハイキングで多くの県民が訪れる。また、最大の支川である羽束川
はつかがわ

が

流域中央部で合流する。下流部は市街地を流れ、仁川合流点付近から下流が天井川の様相を呈し

ており、低水護岸のある複断面河道はとなり、高水敷のほとんどの区間で都市公園として武庫川

河川敷緑地河川公園が整備されている。天井川の形態であり、また、多数の堰や床止めが築かれ

ており、最下流のいる。潮止め堰よりも下流はほとんど流れのない感潮域となっている。 

羽束川は大阪府能勢町を源とし、篠山市、三田市、宝塚市、神戸市を流下する流路延長約 30km

の最長の支川であり、途中には羽束川渓谷、千苅貯水池水源地がある。青野川は三田市の北端を

源流とし、青野ダムが途中にある。また、有馬川、丸山貯水池のある船坂川、太多田川、逆瀬川、

仁川は、花崗岩質の六甲山系に端を発する急流河川である。 

図 1.1.1 武庫川流域図 
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図 1.1.1 武庫川流域航空写真（H13.11～H14.2撮影） 

 

図 1.1.2 武庫川と兵庫県内河川の河床勾配 

甲武橋 

 

凡 例 

流域界   

武庫川本川 
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図 1.1.3 武庫川航空写真①（平成 17年撮影） 

河口～武庫川橋付近 

阪神高速～阪急阪神電鉄付近 
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図 1.1.4 武庫川航空写真②（平成 17年撮影） 

名神高速～仁川合流点付近 

仁川合流点～宝塚新大橋付近 



 5

 

 

図 1.1.5 武庫川航空写真①（平成 17年撮影） 

宝塚新大橋～森興橋付近 

宝来橋～名塩川合流点付近 
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1.2 地形 
武庫川流域の地形は、大きく三角州、扇状地、山地から構成され、河口部の海沿いは尼崎・西

宮側ともに鳴尾浜、甲子園浜等の埋立地となっている。 

瀬戸内海に面した低地は、武庫川とその東を流れる猪名川
い な が わ

が運んだ土砂によって形成された三

角州で、その上流側の山裾に形成された扇状地が続いている。この低地が武庫低地で、東播・北

摂丘陵台地にはさまれた狭い平地である。扇状地の北には大起伏地形の北摂山地が、西側にと六

甲山地が連なり、北摂山地これを浸食して削って成立したのが武庫川峡谷である。 

武庫川峡谷は、その深さ、切り立った峡谷壁、峡谷上部の濃い緑、峡谷の長さ、曲流して岩を

噛みながらゆったりと弧を描いて流れる姿などがあいまって、県下有数の景観の優れた峡谷とな

っている。この峡谷部は古くは平坦であって、武庫川はゆったりと大阪湾へと流れていたと考え

られている。その後、六甲山の上昇運動隆起とともに急激に隆起したにもかかわらず、武庫川は

その場所を譲らず、元の流路のままにその土地を浸食して削っていった。このような形態をに先行
せんこう

谷
こく

と呼び、して作られたのが武庫川峡谷で、元の流路を反映して峡谷は蛇行曲流しており、この

ような蛇行を穿入
せんにゅう

蛇行と呼ばれるいう。武庫川本川と同様、その支川も山地を刻み込んであり、

本川同様に峡谷を形成した。支川の羽束川に見られる羽束川渓谷や船坂川に見られる鎌倉峡も同

様の形成による。この武庫川峡谷は「改訂・兵庫の貴重な自然―兵庫県版レッドデータブック―

（2003;兵庫県）」によって貴重な地形ランク B に指定されている。武庫川峡谷を含め、このほか

武庫川流域では表に示すものが「改訂・兵庫の貴重な自然―兵庫県版レッドデータブック―（2003;

兵庫県）」において、貴重な地形として指定されている。 

表 1.2.1 武庫川流域の貴重な地形 

河川名 所在地 通称名 分類区分 ランク 概要・特徴 

船坂川 西宮市山口町船坂 白水峡 バッドランド A 風化した花崗岩およびその堆積物上に

発達した典型的なバッドランド地形。

船坂川 西宮市山口町船坂 船坂の 
活断層 小断層

しょうだんそう

崖
がい

 A 扇状地を切る活断層。方向―東西 
（六甲･有馬・高槻構造線に沿う）。 

武庫川 
太多田川 西宮市山口町船坂 蓬莱峡

ほうらいきょう

 バッドランド A 風化した花崗岩およびその堆積物上に

発達した典型的なバッドランド地形。

仁川 
西宮市阪急仁川

にがわ

駅から

下流（仁川の阪急線から

下流） 

仁川の天

井川景観 天井川 C 
天井川の景観（仁川）。 

武庫川 宝塚市、神戸市、 
西宮市 

武庫川 
峡谷 

先行河川、 
貫入蛇行 

B 典型的先行河川、三田盆地から西摂（武

庫）平野までの山地を横断。 

田松川 篠山市当野（武庫川と篠

山川） 
 河川争奪 C 

河川争奪。武庫川・篠山川の流路変更、

年代、因果関係が明瞭にされた稀有な

もの。 

田松川 篠山市当野 田松川 谷中分水界 C 

田松川、谷中分水界。運河―武庫川と
篠山川の上流部をつなぐ人工の河川。

南北 2kmの間、幅約 300�の低平な谷が
分水界 

出典 1：改訂・兵庫の貴重な自然―兵庫県版レッドデータブック―（2003；兵庫県） 

出典 2：兵庫の地形・地質・自然環境 失われつつある貴重な自然（1988;兵庫県監修、神戸新聞総合出版センター) 



 7

 

表 1.2.2 兵庫県版レッドデータブックでの評価ランク（植物群落，地形，地質，自然景観） 

ランク 基 準 内 容 
Ａ 規模的、質的に優れており貴重性の程度が最も高く、全国的価値に相当するもの｡ 
Ｂ Ａランクに準ずるもので､都道府県的価値に相当するもの｡ 
Ｃ Ｂランクに準ずるもので､市町村的価値に相当するもの｡ 

要注目 人間生活との関わりを密接に示すもの、地元の人に愛されているものなど、貴重なもの（Ａ，Ｂ，

Ｃランク）に準じて保全に配慮すべきもの｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2.1 武庫川流域の地形分類（土地分類図） 
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1.3 地質・土壌 
(1) 地質 
武庫川流域は、その全域が西南日本内帯

にあり、古生代～中生代から新生代の堆積

岩類や火山岩類および花崗岩
かこうがん

類からなって

いる。 

下流部の武庫低地は未固結堆積物の泥・

砂・礫からなる沖積平野で、砂・礫のほか

海成粘土などをはさんでいる。これらの堆

積物は主要な平野および河川沿いに分布す

る。武庫川のにおいても氾濫原はほとんど

全てこの地層からなっており、特に主要な

支川が流入する三田盆地では広い面積を占

めている。下流域ではこの他に旧河道自然堤防由来の砂が堆積している。 

武庫川の武庫低地から武庫川峡谷に至る地域は、西側に六甲山系の花崗岩類が分布しており、

する。これは中生代白亜紀の貫入
かんにゅう

生成
せいせい

によるものである。 
中流域の三田市域と篠山市域南部の丘陵地および山地は、流紋岩質凝灰岩・、凝灰角礫岩を主

体とする火山岩類流紋岩類火山性岩石の流紋岩や凝灰岩類が分布しているから形成されている。

この地層質は中世代白亜紀のもので、有馬層群と呼ばれ、三田盆地の東側から北摂丘陵につなが

り、武庫川峡谷はもこの流紋岩類が浸食されて削られてできたものである。この地層は兵庫県下

では最も広く分布している酸性火山岩類で、そのほとんどが中生代白亜紀の地層である。一方、

三田盆地の西側は、新生代古第三紀の地層（神戸層群）が分布し、礫岩
れきがん

・砂岩・泥岩などからな

る。この地層には動植物化石が多く見られる。 

上流域の篠山市周辺には、チャートや砂岩、や泥質岩が分布し、泥質岩は頁岩
けつがん

、粘板岩
ねんばんがん

を主体

とする。これらの地層は「丹波層群」に相当する古生代～中生代の地層である。 

兵庫県内の活断層は、主に六甲と淡路島を結ぶ変動帯に集中しており、武庫川流域には、六甲

－淡路島断層帯、有馬－高槻断層帯が存在する。 

「改訂・兵庫の貴重な自然―兵庫県版レッドデータブック―（2003;兵庫県）」における武庫川

流域における貴重な地質は、下表に示す 1110箇所である。 

 

表 1.3.1 武庫川流域の貴重な地質 

河川名 所在地 通称名 分類区分 ランク 概要・特徴 
船坂川 
武庫川 神戸市北区道場町生野 鎌倉峡 

百丈岩 岩石、河食 Ｂ 有馬層群中の玉瀬結晶質凝灰岩、河
食（鎌倉峡百丈岩） 

有馬川 神戸市北区長尾町上津  地層、化石 Ｂ 神戸層群吉川累層中のアミノドン
類の化石 

有馬川 神戸市北区有馬町 有馬温泉 温泉 注 有馬層群中の含 Fe-Na-HCO3・Cl泉
（有馬温泉） 

船坂川、 
太多田川 西宮市山口町船坂周辺 

白水峡、
蓬莱峡、
六甲断層

岩 石 、 断
層；風化、
浸食 

Ａ 
有馬層群、「六甲花崗岩」および段
丘層を切る断層（六甲断層）風化・
浸食（白水峡、蓬莱峡） 

仁川 西宮市甲山
かぶとやま

 甲山 岩石、浸食 Ａ 甲山安山岩、侵食火山地形（残丘）

 

図 1.3.1 蓬莱峡 
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河川名 所在地 通称名 分類区分 ランク 概要・特徴 

武庫川 宝塚市・西宮市境（武庫
川） 

武庫川峡
谷 岩石；河食 Ｃ 

有馬層群中部の玉瀬結晶質凝灰岩、
長尾山流紋岩溶岩河食（武庫川峡 
谷）。 

天王寺川
天神川 伊丹市昆陽池

こ や い け

周辺  地層 Ｂ 低位段丘層（伊丹礫層） 

僧川 
武庫川 

宝塚市玉瀬南方 1km 付
近 

十万辻断
層 地層、断層 Ｂ 

丹波層群と有馬層群の武田尾火砕
岩類および僧川凝灰岩質泥質岩層、
断層（十万辻断層） 

武庫川 宝塚市湯本町 宝塚温泉 断層、温泉 注 「六甲花崗岩」中の断層に沿う
Na-Mg(Ca)-Cl泉（宝塚温泉） 

後川 
羽束川 篠山市後川奥  岩石 Ｂ 佐曽利含異質礫流紋岩質溶結凝灰

岩 
後川 
羽束川 篠山市後川新田 籠坊温泉 温泉 注 籠坊安山岩中の Co2-Na-Cl(籠坊温

泉) 
出典 1：改訂・兵庫の貴重な自然―兵庫県版レッドデータブック―（2003；兵庫県） 

出典 2：兵庫の地形・地質・自然環境 失われつつある貴重な自然（1988;兵庫県監修、神戸新聞総合出版センター) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.2 武庫川流域付近の活断層（兵庫県の活断層 平成 17年 3月発行） 
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図 1.3.3 武庫川流域の表層地質図（出典：土地分類図） 
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(2) 土壌 
武庫川流域の表層土壌はそのほとんどが褐色森林土壌と未熟土で形成されている。山地地形、

すなわち丹南山地、播但山地、北摂山系の一部、六甲山は未熟土である。特に六甲山は地質が花

崗岩類であり、砂質、砂礫質の粗粒残積性未熟土壌となっている。また、六甲山の一部と武田尾

峡谷渓谷付近は基岩
き が ん

が露出し、岩石地となっている。 
褐色森林土壌は、ほとんどが乾性褐色森林土壌であり、山地と河川の氾濫原を除くほとんどの

地に分布している。乾性褐色森林土壌は尾根筋
お ね す じ

、山頂緩傾斜面、急斜面上部など、乾燥を受けや

すい所に分布するため、流域北部の大部分を占める壮年期末地形の山地や、起伏量の小さい丹波

老年期山地の斜面上部から尾根筋にかけてまとまって分布している。 

武庫川上流の低地は生産力のある細状灰色低地土壌で、武庫川中流の三田盆地は生産力の高い

灰色低地土壌によって占められ、一部に生産力のやや低い粗粒灰色低地土壌がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.4 武庫川流域の土壌図（出典：土地分類図） 
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1.4  気候・気象 
 兵庫県は、県のほぼ中央を東西に横切る中国山地

により、北側は冬に降水量の多い日本海岸気候区に、

南側は乾燥した晴天が続く太平洋岸気候区の中で

も雨が少なく温和な気候の瀬戸内気候区に分けら

れる。 

武庫川流域は兵庫県の南東部、丹波山地を北限と

して瀬戸内海まで広がっており、全域が瀬戸内気候

区に属する。「日本地誌 14巻 1973」によると、気

候区分をさらに細分化した場合、武庫川流域は 5

つの地域に区分できる。流域の気候区分は篠山地区

（内陸型盆地気候）、三田地区（瀬戸内型内陸気候）、

六甲北側（瀬戸内型六甲気候）、阪神地区（瀬戸内

型平野気候）に区分される（「生きている武庫川、

H15.3」を参考）。また、下流部側は阪神間の市街地

工業地帯にあり、大都市特有の都市気候の特徴も現

れる。冬季は少雨・多照が特徴だが、梅雨期には大

阪湾を北上する暖湿気流と六甲山地の影響で、局地

的な大雨が降る。 

武庫川流域における雨量観測所の計測結果によ

ると、近年 10年間では 50mmを上回る降雨の回数

は増加傾向がみられる。また、名塩観測所における

年最大の 1 時間雨量をみても同様の傾向がみられ

る。地球温暖化の影響もあって、異常降雨、集中豪

雨が全国的に増加する傾向がある。上流の篠山地区、

下流の六甲山周辺地区では、最近集中豪雨の発生が

みられる。 

武庫川流域を代表する観測所として、主に三田、

神戸の両観測所から気象概要を示す。 

月平均気温はどちらの地点も大きな違いがなく、

冬でも 0℃を下回ることはない。平均気温は瀬戸内

海気候の神戸が、年間を通じて最も高い。三田は盆

地であるため、夏の平均気温は他地点と変らないが、

冬の平均気温は低く、底冷えのする地域である。 

年降水量は概ね 1,000～2,000ｍｍの範囲にあり、

内陸部の三田のほうが少ない。年降水量の変化はい

ずれも夏に雨の多い太平洋気候型となっているが、

6月と 9月の降水量が多い。 

 

図 1.4.2流域の年間平均雨量分布 
（2000～2006年）

 

図 1.3.1 兵庫県の気候区分と武庫川流域 
「日本地誌 14 巻 1973」
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※日雨量 60mm以上のデータから算出  

図 1.4.3 武庫川流域における時間 50mmを上回る雨量の整理（平年値） 
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図 1.4.4 名塩雨量観測所における年最大 1時間雨量 
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降水量と平均気温（神戸、1971～2006）
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降水量と平均気温（三田、1979～2006）
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図 1.4.5 気温、降水量の季節変化（平年値） 

 

表 1.4.1 武庫川流域の気候の特徴 

番号 特 徴 

Ⅰa1 
南海気候地域。淡路島南端とその沖合の沼島。県下では冬最も温暖で、気温の年較差が小さく海洋的な特

性を持つ。 

Ⅲa1 
典型的な瀬戸内海気候地域。姫路平野海岸部と家島諸島。年降水量・降水日数の少ないことが特徴である。

また冬の降水量も著しく少ない。冬は温暖で夏は暑く、年平均気温も比較的高い。 

Ⅲa2 淡路島北部。Ⅲa1と特徴は似ているが降水量はそれより多く、また集中的に降る傾向がある。 

Ⅲb 
六甲山地並びに神戸付近。Ⅲaの地域に比べると暖候季の降水量が多いことに特徴がある。とくに梅雨末期

に集中豪雨が起こりやすく、日降水量の記録にもかなり大きな値で現れている。このほか季節によって局

地風が発生する。 

Ⅲc 
県南東部の大阪平野に続く地域。夏はかなりの高温になる。暖候季の降水量はⅢbよりは少な目であるが、

梅雨季に大雨が降りやすいことはⅢbと同様である。 

Ⅲd1 
六甲山地以北の武庫川・猪名川上・中流域。寒暖の差がⅢa～Ⅲcに比べると大きくなり、やや内陸的な特徴

を持つ。ときに著しく高温の記録が現れる。暖候季の降水量が多い。 

Ⅲf1 
淡路島中・南部。気温の条件はⅢaと同様であるが、降水量は多目となる。とくに暖候季の降水量が多い。

年間を通して風が強いが、冬は季節風が連日のように吹きわたる。 

Ⅳa1 
内陸的な気候地域。姫路平野北部と播但山地の一部。気温は各季節ともⅢの地域に比べ低くなる。降水量

は冬季と年総量でⅢの地域より多くなる。 

Ⅳa2 
但馬南部の山地と盆地域。内陸的な気候地域であるが、日本海岸気候に近い特性が現れる。すなわち年間

を通じて県下では最も低温な地域で、しかも極端な高温と低温が現れがちである。降水量は冬に多く、か

なりの積雪を見る。９月に降水量が多いことも特徴の一つである。また霧も多い。 

Ⅳb1 
篠山盆地。典型的な内陸盆地の気候で気温の年較差は大きく、特に冬の寒さはⅣa2と同様にきびしい。年間

を通じて風が弱く、霧の発生が多い。 

Ⅴa 
日本海沿岸地域。典型的な日本海岸気候地域で冬の気温は内陸より高い。季節風が海岸沿いでは強く、ま

た山地にはいると雪が深くなる。冬の降水量が特に多く、年間水量とともに兵庫県では最多地域である。

Ⅴb1 奥丹後半島に接する地域。Ⅴaより夏は高温であるが、降水量はあまり変わらない。 

※「日本地誌 14巻 1973」より 

※※太枠は武庫川流域に関係する気候区分 
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1.5 歴史・文化 
「武庫」の由来は、難波の都か

ら見て「向こう」であったからと

いわれており、昔、有馬川合流点

より上流は三田川、下流は武庫川

と呼ばれていた。また、生瀬橋付

近や仁川合流点付近では、宝塚、

伊丹、尼崎、西宮の各市の境界が

複雑に入り組んでおり存在し、昔

は武庫川の流れがたびたび変化し

ていたことがうかがわれるわかる。 

武庫川は昔から「暴れ川」とし

て知られ、武庫川峡谷の部分を除

くと川の流れが定まらず、たびた

び水害をもたらした。特に武庫平

野の中の武庫川は洪水により流れ

をしばしば変え、大きな災害をも

たらしていた。 

三田の相野地区には、旧石器時

代の遺跡がみられ、三田市、西宮

市仁川の高台地区には弥生時代の、

宝塚市の長尾山系、伊丹市、尼崎

市には古墳時代の古墳が発見され

ている。 

古代になると、流域各地に寺社

領などの荘園が見られるようにな

り、平安後期には海岸近くの西宮

市鳴尾地区にまで存在した。中世にはこれらが川沿いにまで増えていき、農耕が行われていた。 

7 世紀には僧
そう

行基
ぎょうき

が現れて、伊丹の昆陽池を、三田の福島大池を築造し水路を整備して灌漑と

治水を行った。 

一方、篠山地区は 12世紀後半の源義経の三草攻めにより村や寺を焼き払われ大きな被害を受け

た。 

武士の台頭とともに流域には多くの山城（砦）が築かれるようになった。16世紀の後半には荒

木村重の乱により、北摂一帯は戦乱に巻き込まれて村や寺が焼き払われた。 

時代が下り、人々の往来が増えるようになると、流域内には幾つかの街道ができた。江戸時代

後期には武庫川の上流から南北に「くらがり街道（丹波街道）」、篠山市地区の東西に「京街道」

「播磨街道」、さらに北に「丹後街道」が存在した。「くらがり街道」は生瀬あるいは小浜で「西

宮街道」につながり、小浜は「京伏見街道」、「有馬街道」ともつながる交通の要衝であった。ま

図 1.5.1 流域内の歴史・文化的な施設の位置 

今後修正 
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た西国 33箇所巡礼の巡礼街道が、宝塚市の中山寺、三田市の花山院と箕面市の勝尾寺、加東市東

条町の清水寺、宮津市京丹後市の成相寺とつながる巡礼道ができてきた。沿道には宿場町もでき、

古市、藍
あい

新町
しんまち

、道場
どうじょう

川原
か わ ら

河原
か わ ら

、生瀬、小浜、西宮、昆陽などは大いに賑わったという。また有馬

街道は、日本書記にも記され、12世紀に再興された有馬温泉への道であり、豊臣秀吉も通ったこ

とで有名である。このように多くの街道が武庫川を通っていて、生瀬橋より下流には近代に橋が

架けられるまで、街道の渡しが多く存在した。宝塚市役所の近くには西宮街道とその伊孑志
い そ し

の渡

しが、仁川合流点付近には伊丹市を通過して西宮市へ通じる西国
さいごく

街道とその髭
ひげ

の渡しが、旧国道

武庫川橋付近には尼崎市から西宮市に通じる中国街道とその西新田
にししんでん

の渡しが、上武庫橋名神高速

道路橋付近には津門の中道とその守部の渡しがあった。武庫川は、洪水、氾濫により流路を変え、

村を分断することもあった。武庫郡と川辺郡の境界、枝川とその氾濫でできた支流の申
さる

川
かわ

の位置

からもからもこのことをうかがい知ることができる。河道が安定しないことから、上流も含めて

水争いが絶えず、流域内各地に水争いの証が残されている。また、水を確保するために、多くの

「井（ゆ）」が設けられていた。江戸時代には尼崎藩が、幕府から摂津国有馬・武庫・川辺の 3郡

群地区の土砂留大名を命ぜられ、山の管理や河川の普請にあたった。 

農村の存在した篠山盆地および三田盆地は、武庫川の度重なる氾濫で荒れ果て農民が逃散する

ところもあったが、幕府の命により尼崎藩が武庫川の治水工事を行い、荒地は農地に変った。 

明治になり、三田盆地周辺の河岸段丘は、入植者などによって多くが開拓された。この当時に

母子大池などが作られ、その他多くのため池があったが、現在では埋め立てられているものも少

なくない。また、武庫平野南部では豊臣秀吉の頃に連続堤ができ、江戸時代にはから除堤
よけてい

と連続

堤の間で新田開発が盛んに行われ、現在でも「○○新田」の地名が残っている。 

明治になると、武庫川流域圏の人口が急激に増加するとし、水道用水の確保が急務となり、羽

束川の千苅渓谷に神戸市が千苅ダムを築造したのをはじめ、現在までに流域内の支流に 5 つの利

水ダムが建設された。 

近年では、武庫平野の住宅地化、南部の工業用地化、北摂・北神の河岸段丘などの丘陵地にお

ける住宅開発により流域の様相は一変した。 

篠山市の真南条
まなんじょう

川上流には大化元年に開基された丹波地方の修験道の道場であった龍蔵寺
りゅうぞうじ

があ

り、真南条川に沿った街道は京から西国へ下る丹波街道として栄えたという。寿永 3（1184）年、

源義経が三草山に平家を破り、一の谷の合戦に臨んだことも有名である。真南条川と田
た

松
まつ

川の合

流点近くには、古い宿場町として栄えた古市
ふるいち

地区がある。また明治初期には、篠山盆地の農作物

を輸送するため、三田までの舟運が行われたこともあった。 

三田市の青野川上流には、禅道場として安永年間（1368～1874）に開山された永澤寺
ようたくじ

がある。

付近は同時の僧が中国から伝えたといわれる母子
も う し

茶の産地として有名である。 

8 世紀創建の金心寺
こんしんじ

の門前町であった三田市街地は、江戸時代には三田藩の城下町として栄え

た。また桑原
くわばら

地区の欣勝寺
きんしょうじ

は雷除けの寺として知られ、雷になったときに「クワバラ」と唱える

のはこの寺の逸話に基づいている。 

神戸市北区にある有馬温泉は、日本書紀に記述がある古い温泉で、豊臣秀吉がたびたび訪れた

ことでも知られており、また、県指定重要無形文化財の有馬
あ り ま

筆
ふで

は現在も伝統的な技法を継承して

の製造が行われている。 

宝塚市の山本地区は、桃山時代に発明された木接術による園芸が盛んである。小浜
こ は ま

地区は、有
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馬道、西宮街道、京伏見街道が交わる交通の要衝であり、江戸時代には宿場町として栄えた。武

庫川峡谷にある武田
た け だ

尾
お

温泉は、江戸時代に発見したきこりの名前に由来すると伝えられている。

また、大正以降、宝塚は歌劇のまちとして全国に知られるようになった。 

西宮市の名塩川上流の名塩地区は和紙の産地であり、江戸時代から作られてきた名塩雁皮紙
な じ お が ん ぴ し

は

国の重要文化財に指定されている。広田
ひ ろ た

神社は中世に大きく信仰を集め、大阪湾の海上支配権を

持っていたといわれる神社である。明治 5 年に広田神社から分離独立した西宮神社は、商売繁盛

の「えべっさん」の総本山として有名である。 

伊丹市では、行基
ぎょうき

が昆陽
こ や

池を築くとともに昆陽寺を創建し、摂津
せ っ つ

の仏教文化の一中心地として

栄えた。江戸時代には酒造業が発展し、伊丹の酒は丹醸
たんじょう

と賞賛され、将軍の御膳酒になった。鴻池
こうのいけ

地区には、清酒発祥の地の伝説を示す市指定文化財の鴻池稲荷祠碑
い な り し ひ

がある。 

尼崎市は、県指定重要文化財の文書が残る大覚寺
だいかくじ

や室町時代に日隆上人
にちりゅうしょうにん

が開基した本興寺
ほんこうじ

を

中心として、中世には自治都市として発展し、江戸時代には大阪の城下町として栄えた。久々
く く

知
ち

地

区の広済寺
こうさいじ

には国指定史跡の近松門
ちかまつもん

左
ざ

衛門
え も ん

の墓所が、武庫川の近くには、樹齢数百年といわれる

クスノキや、県指定文化財の 13重の石塔がある西西武庫
に し む こ

須佐男
す さ の お

神社が存在する。 
 このように古い歴史を持つ武庫川の流域には多くの文化財が残されている。 
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図 1.5.2 流域内の歴史・文化的な施設 

龍蔵寺 永澤寺 有馬温泉 

広田神社 昆陽寺 

西武庫須佐男神社 13 重の石塔 

武田尾温泉 

髭の渡しの跡 

今後修正 
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1.6 河道の特性 
(1) 河道形態 
武庫川は、中流部の武庫川峡谷において最も河床勾配が急で、その上流部では逆に勾配が緩や

かになるため、中流部に Aa 型、上流部に Bb 型がみられるという特徴的な河川である。河川形

態から、本川は次の 4つに大きく分けることができる。 

 

河口部（河口～潮止堰） 

感潮区間であり、河川の形態は Bc型である。この区間は汽水または淡水で、瀬や淵はみられ

ず、ほとんど流れはない。 

 

下流部（潮止堰～名塩川合流点） 

河川形態は Bb、Bc、Bb-Bc 型の 3 つであり、瀬・淵が現れ、低水路に砂礫地や中洲がみられ

る。堰や床止め大きな堰堤が多数あり、るために湛水域を伴う。区間が多い、宝塚市の観光ダム

より上流側では井堰堤がなく、河道は自然に蛇行し、中流域らしい瀬・淵が増える現れる。この

区間の河床勾配は 1/200で下流部の中では域と比べると急になっており、中流部から上流側区間

への移行部分ともみられる。 

 

中流部（名塩川合流点～船坂川合流点） 

河川形態は Aa、Aa-Bb 型の 2 つで、渓流域に特徴的な形態となっており、大きな瀬・淵が現

れる。この区間の上流付近では側の河床川勾配がは 1/200で、下流域と比べると緩くなっており、

上流部から側区間への移行部分ともみられる。 

 

上流部（船坂川合流点～上流端） 

河床勾配が緩く、小さな瀬・淵が連続して現れ、河床には小規模な砂地や砂礫地が形成されて

いる。河床形態は Bb型であり、一般の河川では中流域にみられる特徴的な形態となっている。 
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－参 考－ 

 
１つの蛇行の中に、多数の瀬と淵が交互に出現するのを A型、瀬と淵が１つずつしか存在

しないものを B型とする。また、滝のように流下するのを a型、落ち込まずなめらかに流れ

込むもののうち波立っているタイプを b型、波立たないタイプを c型とする。この 2種類の

特徴は関連しており、A型はａ型と、B型は b型と c型にみられるので、両者を組み合わせて

Aa 型・Bb 型・Bc 型という３種類に区分可能となる。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

標
高

河口からの距離 

図 1.6.3 河川形態の配列（仮想図） 

出典：河川の生態学（1993；水野･御勢）

図 1.6.2 中流域の河川形態模式図 

出典：まちと水辺に豊かな自然をⅡ 

（1992：（財）ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ編）

図 1.6.1 河川形態の基本的な 3型の模式図 

出典：水辺の環境調査（1994；（財）ﾀﾞﾑ水源地環境整備ｾﾝﾀｰ編） 

Bc型 

Aa型 

Bb型 
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(2) 瀬・淵の現状 
本川沖積河川区間における瀬、淵、湛水域の確認箇所数は下表のとおりで、淵瀬の箇所数は、

武庫川本川では蛇行部の水衝部が深掘れしてに形成される M-1 型の割合が高い。なお、湛水域

については、ほとんどが床止等によるものである。 

表 1.6.１ 水域区分の内訳（箇所数） 

淵 
河川名 瀬 

M-1 M-2 MD MR MS S-1 S-2 その他 
湛水域

武庫川 129 67 31 3 11 8 13 28 13 28 

 
【参考】淵の区分 

河川水辺の国勢調査マニュアル（案）（河川調査編）では、淵はその成因によって次の５タイプに区分されている。 

① M 型：蛇行の水衝部が深掘れしたもの（Meander；蛇行） 

河道が直線であっても、砂礫堆の形成により流路が蛇行し、淵が認められることがある。M-1：蛇行の水衝部が深掘れして

形成される淵。M-2：砂礫堆により流路が蛇行し、側方に形成される淵。 

また、M型の淵には、成因が２つ以上組合わされてできた複合型の淵がある。 

MD：複合型。堰直上が深掘れした D型淵とその上流の屈曲部に形成された M型淵が連続したもの 

MR：複合型。岩等の周りに形成される R型淵が蛇行部に位置し、M型淵と同所にみられるもの 

MS：複合型。蛇行部に形成された S-1 型淵で、M型淵と同所にみられるもの 

② R 型：岩、橋脚、水制等の周りが深掘れしたもの（Rock；岩） 

③ S 型：岩盤、堰、床固等の下流が深掘れしたもの（Substrate；河床材料）。S-1：河床に露出する岩盤等の下流側が深掘れし

たもの。S-2：堰や床止等の下流側が深掘れしたもの 

④ D 型：堰の上流側の河床が深掘れしたもの（Dam；ダム） 

⑤ O 型：旧澪筋の名残や人為的な掘削による本流から入り込んだ深み（Ox-bow；三日月） 
 
【参考】淵の区分 〔河川水辺の国勢調査マニュアル（案）（河川調査編）による〕 

M-1：蛇行の水衝部が深掘れして形成される淵。 

M-2：砂礫堆により流路が蛇行し、側方に形成される淵。 

MD ：複合型。堰直上が深掘れした D型淵とその上流の屈曲部に形成された M型淵が連続したもの 

MR ：複合型。岩等の周りに形成される R型淵が蛇行部に位置し、M型淵と同所にみられるもの 

MS ：複合型。蛇行部に形成された S-1 型淵で、M型淵と同所にみられるもの 

S-1：河床に露出する岩盤等の下流側が深掘れしたもの。 

S-2：堰や床止等の下流側が深掘れしたもの 

 
武庫川本川の瀬、淵、湛水域の面積割合を縦断的に大きく 5つの区間で見ると、それぞれの面

積割合の傾向は次のとおりである。 

 

図 1.6.4 瀬・淵・湛水域の現状把握の区分図 
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①河口部 
感潮域であり、水の流れのほとんどない区間が連続する。 

 
 
 
 
 
 

 
 
②下流部域 
大阪平野を流れる区間である。確認された淵のほとんどが堰の下流側に形成される S-2 型

であり、水面に占める淵の面積割合は 5％程度である。この区間は、床止等の上流部に形成

される湛水域の占める割合が 41％と大きいことが特徴である。 

 
③中流部（峡谷部） 

武庫川峡谷の区間である。蛇行を繰り返しながら流下する区間であり、水衝部にはM-1型

の淵が多く存在している。また、河床には岩盤の露出がみられ、その下流側には S-1 型の淵

も形成されている。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

    

54%

5%

41%
瀬面積

淵面積

湛水域面積

湛水域 

感潮域 

65%

33%

2%

瀬面積

淵面積

湛水域面積

M-1 型淵 
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④上流部三田市街地部 
一般的には河川の上流部でみられるような形態であり、瀬・淵の連続する自然河川の様相を示

しているのが特徴的である。三田市の市街地を流れる区間では、ある。上流域にありながら、河

床勾配が小さいことから湛水域の占める割合が大きくなり、24%と比較的大きな値を示している。

これは、床止め等が多く、その上流側に湛水域が形成されるためである。また、河床は平坦で瀬

が存在するのは、砂礫地によるものが大部分である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤上流域 
また、三田市街地より盆地を流れる上流域の区間では、ある。淵の占める割合は 31％で、

その多くがM-1及びM-2型である。大きな蛇行のみられる藍本
あいもと

地区周辺に特に多くの淵が存

在している。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57%

19%

24%

瀬面積

淵面積

湛水域面積

湛水域 

66%

31%

3%

瀬面積

淵面積

湛水域面積

M-1 型淵 
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2. 流域及び河川の自然環境 
2.1 流域の自然環境 
武庫川流域の地形は、平野から峡谷へと様々の変化をみせ、また武庫川自体も、都市河川から

自然河川へとその姿を変えるため、地域によって特徴のある自然環境と景観を示している。 

流域には、武庫川峡谷、羽束川
はつかがわ

渓谷、蓬莱峡
ほうらいきょう

等の景勝地や有馬富士、羽束山といった地域を

代表する山々等があり、北に猪名川渓谷県立自然公園、南に瀬戸内海国立公園がありに接し、豊

かな自然に恵まれた地域となっている。 

植生は、平野部の住宅地と、三田盆地付近の農耕地を除けば、アカマツ林や落葉広葉樹が支配

的である。上流部ではコナラ林や、スギーヒノキ植林もみられる。篠山地区ではオグラコウホネ

やナガエミクリなどの水生抽水植物の生育が確認されている。 

鳥類は、下流部の水辺周辺ではカモ類やシギ類、ユリカモメなどの水鳥の飛来が多く、市街地

に近接した手近な探鳥地となっている。三田市周辺や上流部ではケリ、スズメ、キジバト等がみ

られ、農耕地の代表的な生息形態となっている。 

魚類は、ハゼ、オイカワ、ヨシノボリ等が生息するほか、清流を好むアユ等もみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.1 武庫川流域の植生分布 
出典：自然環境保全基礎調査（環境庁）       
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2.2 河川の自然環境 
(1) 区間毎の自然環境 
武庫川を水質、地形、勾配、河川形態、周辺地域等の環境の特徴をもとに、について大きくま

かに河口部、下流部、中流部、上流部の 4つの区間に区分し、それぞれの環境について整理する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2.1 環境整理のための区間分割 

 

上流

 

中流
（峡谷）

 

下流 

 

河口 
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1) 河口部の環境 
武庫川の河口周辺は埋立地で、その土地利用は工場、住宅団地などである。川幅は広く、コン

クリートの護岸と堤防が築かれ、南武橋付近から上流には河川敷緑地河川公園が整備されている。

現在は人工的な環境であるが、戦前には砂浜があり、松の木が生える、のどかな風景が存在した。

河口部は汽水域で、植生物はあまり発達していない。汽水域を好むボラや、マハゼなどの魚類が

生息し、それらを餌とするミサゴ、コアジサシ、カワウなどの鳥類が飛来する。冬季にはホシハ

ジロなどの海ガモ類やカモメ類が越冬地として河口部を利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.2 武庫川河口部上空より 
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図 2.2.4 武庫川下流上空より 

2) 下流部の環境 
下流部は宝塚市、西宮市、伊丹市、尼崎市、宝塚市、伊丹市の市街地を流下している。川幅が

広く、水辺には河原や草地があるり、自然が現存している。都市部の中にある貴重なオープンス

ペース広い自然空間として、多くの住民にやすらぎと潤いの場を提供しているより利用されてい

る。特に河口から逆瀬川仁川合流点付近は高水敷や護岸がの整備がされ、河川敷緑地公園やグラ

ンドとして多くの人々に幅広く利用されている。なお、このようなこれらにともない、人為的な

改変により、高水敷や護岸にはオオアレチノギク－ヒメムカシヨモギ群落など帰化植物の割合が

高くなり、ヘラオオバコやギョウギシバなどの被圧に耐圧性のある植物の分布が広がっている。 

撹乱の多い河原ではヤナギタデやオオクサキビなどが生育する。河原の堆積物は鳥類の休息場、

イカルチドリやコチドリなどチドリ類の営巣環境となっている。また、日当たりのよい場所では、

カワラサイコが生育し、ている。ヨシ原では、オオヨシキリやカヤネズミが生息、繁殖の場所と

して利用している。支流の仁川、逆瀬川ではミヤマアカネが多数見られる。 

武庫川やその支流では取水のための井堰や、河床の洗掘防止や、河床の安定を図るための目的

で床止め横断工作物が多数設置されている。武庫川本川では魚道設置などにより河口から青野川

合流点付近までは遡上河川環境の連続性が概ね確保されている。しかし、その上流や支川には魚

道の備わっていない横断工作物が見られ、魚類の遡上河川環境の連続性が確保されていない。そ

のため、回遊性魚類の遡上や降下に影響を与えている。河川改修により、二面張りや、三面張り

化された箇所では魚類の生息に必要な瀬、淵が減少するとともに、水の浸透が阻害され、夏季に

水温が上昇しやすくなり、低水温を好む水生生物の減少につながり、影響がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2.3 甲武橋付近の風景 
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 昭和 30 年 

 
 

 昭和 52 年 

堰が多数築かれた。 

天神川が直線化された。 
 

 

7.0 8.0
10.0

11.0

9.0

平成 12 年 

 

図 2.2.5 武庫川下流部（7.2～11.1km）の変遷 
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3) 中流部（峡谷）の環境 
武庫川は一般の河川と異なり、中流部の勾配が最も急で、峡谷となっている。この峡谷は武庫

川峡谷と呼ばれている。河床や露岩部にはツルヨシ群落やカワラハンノキ群落が見られる。岩場

にはサツキやツメレンゲ、ヤシャゼンマイ、アオヤギバナが生育している。山地が近いことから

一部にはアラカシ群落もみられる広い面積を占めている。瀬や淵にはオイカワやカマツカ、ヨシ

ノボリ等の魚類が生息し、渓流を生活空間とするカワガラスやヤマセミなどの鳥類、カジカガエ

ルなどの両生類が確認されている。峡谷部の周辺に広がる森林はアカマツ―アラカシ群落集でこ

こには、ニホンザルやニホンリスなどの哺乳類、サシバやハチクマなどの鳥類、樹枝に産卵する

樹上で生活を送るモリアオガエルなどの両生類が確認されている。 

人里から離れ、人為的な改変もされず、河辺は毎年洪水の撹乱を受けているていないなど、帰

化植物群落が広く成立できるような環境立地が少ないことから、帰化植物は少ない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2.6 武庫川峡谷上空より 

武田尾付近 

 
名塩付近 

ゴルフ場 
名塩ニュータウン 

名塩ニュータウン 

中国自動車道 
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26.0 

28.0

30.0 

32.0 

27.0

29.0 

31.0 

平成 12 年 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 2.2.7 武庫川中流部（25.7～32.6km）の変遷 

 
 

 昭和 53 年 

川下川ダムが造られた。 

羽束川にはすでに千苅ダムが築かれている 
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4) 上流部の環境 
上流部は神戸市北区、三田市、篠山市に位置し、盆地を大きく湾曲しながら緩やかなカーブを

描いて流れている。周辺は三田市の中心部を除いてほとんどが農耕地で、のどかな田園風景がみ

られる。勾配が緩やかで水もゆったりと流れ、堤防に沿って上には桜づつみが整備されており、

散策道として利用されている。支川の青野川には青野ダムが築かれ、洪水調節機能と併せて県企

業庁が三田市などに水道水を供給している。 

三田市市街地付近では河岸が整備され、セイタカアワダチソウ群落などの帰化植物群落が帯状

に連続している。低水路敷が狭く、ツルヨシ群集、マコモ－ウキヤガラ群集などの大型の在来多

年草が繁茂し、帰化植物の繁茂は目立たないが水中植物のオオカナダモ群落やコカナダモ群落が

見られる。河床は平坦であり、魚類が生息するには好ましくない環境となっている。 

市街地から上流は緩流性を好むアブラボテなどのタナゴ類や他の淡水魚も数多く生息し、底生

動物や、タナゴ類が産卵に利用する二枚貝が多数生息している。特に清流の砂底に生息するトゲ

ナベブタムシは本県州では武庫川の上流部でしか確認されていない。水際では、ツルヨシの間な

ど、緩やかな流れの箇所にメダカが生息している。グンバイトンボやアオサナエなどのトンボ類

も生息し、産卵時に利用する水生抽水植物の生育可能な河床環境がある。特にオグラコウホネや

ナガエミクリは貴重重要な種である。水田周辺にはウシクグや、ハリイなどの水田雑草が生育し、

アマガエルやトノサマガエルの姿が見られる。これらをエサとするアマサギやチュウサギなどの

鳥類や、ヤマカガシなどのは虫類も見られる。 

また、羽束川上流には特別天然記念物のオオサンショウウオの生息が確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図 2.2.9 武庫川上流部上空より 

 

図 2.2.8 神橋付近（篠山市）の風景
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 昭和 53 年 
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平成 12 年 

 

図 2.2.10 武庫川上流部（63.5～68.9km）の変遷 
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(2) 環境に配慮した整備事例 
1) 日出坂洗いぜき（三田市藍本、武庫川本川） 

 
図 2.2.11 日出坂洗いぜき 

2) 上流武庫川工区（篠山地区） 
当該工区は貴重な動植物が数多く確認され、良好な

自然環境であることから、河川改修による動植物への

影響を最小限にするよう、段階的な改修を行っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施工直後 

施工後 3ヶ月

位置図 
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3) 青野ダム多自然型魚道（三田市加茂、青野川） 

 

図 2.2.12 青野ダム多自然型魚道 
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2.3 特徴ある河川景観・文化財等 
(1) 河川景観 
武庫川流域では、「武庫川峡谷」、「蓬

莱峡」、「羽束川渓谷」が、「改訂・兵庫

の貴重な自然―兵庫県版レッドデータブ

ック―（2003;兵庫県）」において、貴重

な自然景観に分類されている。 

武庫川峡谷は、都市近郊にあって、約

8km に及ぶ V 字谷の中、廃線敷きを歩く

ハイキングコースや、春の山桜、初夏のツ

ツジ、緑したたる夏、さらに、全山が燃え

上がる紅葉と、四季折々の姿をみせ、非常

に美しい場所として知られる。武庫川峡谷

は隆起した山を川が削ることによって形

成される先行谷
せんこうこく

という特徴を持ち、名称の

ついた瀬・淵が十数箇所ほどみられ、代表

的な瀬では、「十国の瀬」「虎が瀬」「車

の瀬」「薮の瀬」、淵では「霧池淵」「鯰
なまず

が淵」などがあげられる。また、「溝滝」

「十国の滝」「高座岩」「天狗岩」など、

名称のついている滝や岩なども存在する。 

蓬莱峡は、支川太多田川の上流に存在し、

風化した花崗岩が特異な景観が見られる。 

羽束川渓谷は、支川の羽束川上流に存在し、屈曲に富む渓谷と両岸のコナラ等の広葉樹林･そ

の紅葉が織り成す景観は非常に美しい。 

公園や緑地帯としては、武庫川河川公園が下流域の高水敷に広く整備されている他、青野ダム

（千丈寺湖）の湖畔に多目的公園が設置されている。その他の貯水池でも、昆陽池
こ や い け

公園、瑞ヶ池
みずがいけ

公園、県立有馬富士公園等が整備され、多数の県民が訪れている。また、羽束川の千苅
せんがり

ダムの堰

堤が、国の登録有形文化財に指定されている。 

また、下流域とくに仁川合流点より下流の両岸堤防および高水敷には高木樹が成長し、両岸の

緑の少ない市街地にとって良好な景観を提供している。西宮市側では、良好な景観を保全するた

め、河川区域を含めて第一種風致地区に指定されている。 

河川景観の一部をなす土木構造物等として近代土木遺産がある。武庫川流域では、千苅水源地

堰堤、武庫大橋、水管橋の武庫川第一～第三橋梁、逆瀬川床固工群、仁川峡砂防堰堤などが指定

されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（はんしん圏域ガイドマップ（阪神広域行政圏協議会）流域自治体資料）

図 2.3.1 主要な自然景観と公園･緑地位置図 

⑲ 
景勝地 

① 甲山 
② 北山貯水池 
③ 満池谷 
④ 蓬莱狭 
⑤ 白水狭 
⑥ 武庫川峡谷 
⑦ 金仙寺湖（丸山貯水池） 
⑧ 鎌倉狭 
⑨ 最明寺滝 
⑩ 有馬富士（と福島大池） 
⑪ 千丈寺湖 
⑫ 相野あじさい園 
⑬ 青野川渓谷 
⑭ 永沢寺しょうぶ園 
⑮ 花のじゅうたん 
⑯ 三国峠 
⑰ 福住大橋 
⑱ 天王峠 
⑲ 羽束川渓谷 



 36

表 2.3.1 武庫川の貴重な自然景観 

河川名 所在地 通称名 分類区分 ランク 概要・特徴 主要な視点場 保全に対する留意点 

武庫川 武庫川中

流 
武庫川

渓谷 渓谷 B 
典型的な V字谷峡谷。 
JR 廃線敷きのハイキングコー
ス。 

渓谷沿いの廃線

敷 
ハイキングコースの管理。周辺

植生の回復。 

太多田川 
裏六甲・

大多田川

上流 
蓬莱峡 山岳景観 

岩場 
B 

花崗岩が風化したマサからな

る特異な景観。白色の岩肌と周

囲の緑とのコントラストが美

しい。 

車道からの遠望 
しるべ岩 
屏風岩 

展望地点の修景。周辺山林の保

全。砂防工事の際の景観に対す

る配慮。 

羽束川 羽束川上

流 
羽束川

渓谷 

渓谷 
樹林・紅

葉 
C 

武庫川の支流、羽束川上流の屈

曲に富む両岸のコナラなどの

広葉樹林。 

渓流沿い道路 
小柿野外活動セ

ンター 

渓谷沿いと山腹の紅葉樹林の保

全。道路、河川の改修の際の景

観配慮、川辺林の保全。 

出典：改訂・兵庫の貴重な自然―兵庫県版レッドデータブック―（2003；兵庫県） 

 

武庫川の自然景観として特筆すべきは羽束川
はつかがわ

渓谷である。羽束川上流の屈曲に富む渓谷と両岸

のコナラ等の広葉樹林･その紅葉が織り成す景観は非常に美しく、この景観は「ひょうごの地形・

地質・自然景観 失われつつある貴重な自然（1998、兵庫県）」においてランク Cに指定されて

いる。 

また、武庫川峡谷は春の山桜、初夏のツツジ、緑したたる夏、さらに、全山が燃え上がる紅葉

と、四季折々の姿をみせ、非常に美しい場所と知られ、「改訂・兵庫の貴重な自然－兵庫県版レ

ッドデータブック－（2003；兵庫県）」によって貴重な地形ランク Bに指定されている。 

武庫川峡谷は隆起した山を川が削ることによって形成される先行谷
せんこうこく

という特徴を持ち、名称の

ついた瀬・淵が十数箇所ほどみられ、代表的な瀬では「十国の瀬」「虎が瀬」「車の瀬」「薮の瀬」、

淵では「霧池淵」「鯰
なまず

が淵」などがあげられる。「溝滝」「十国の滝」「高座岩」「姉さん岩」など、

名称のついている滝や岩なども存在する。 

公園や緑地帯としては、武庫川河川公園が下流域の高水敷に広く整備されている他、青野ダム

（千丈寺湖）の湖畔に多目的公園が設置されている。その他の貯水池でも、昆陽池
こ や い け

公園、瑞ヶ池
みずがいけ

公園、県立有馬富士公園等が整備され、多数の市民が訪れている。 

 
（2）史跡・天然記念物 

武庫川流域各市の指定文化財は、古墳、神社、巨木（古木）が多いが、甲山
かぶとやま

（西宮市）、松

尾の湿地（宝塚市）や漣痕
れんこん

と貝の這い痕（篠山市）、植物遺体包含層
ほうがんそう

（西宮市）といった地質や、

植物群落等も指定されている。河川に関連したものとしては、国指定の特別天然記念物であるオ

オサンショウウオが挙げられる。これ以外に羽束川の千苅
せんがり

ダムの堰堤が、国の登録有形文化財に

指定されている。 

 

図 2.3.2 武庫川峡谷 

図 2.3.3 千苅ダム堰堤 
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2.4 自然公園等の指定状況 
(1) 自然公園法 

武庫川流域には瀬戸内海国立公園、猪名川渓谷県立自然公園、清水東条湖立杭
たちくい

県立自然公園の

3つの自然公園が指定されている。瀬戸内海国立公園は多島海景観と、人々の生活がとけこんだ

自然の風景が特徴の公園で、その内の六甲山地域が武庫川流域に含まれる。、六甲山北側には特

別地域が広がる。猪名川
い な が わ

渓谷県立自然公園は、猪名川の侵食によってできた渓谷美が特徴であり、

武庫川流域の羽束川の源流部と籠坊温泉が公園に含まれる。、渓谷美と温泉が有名である。清水

東条湖立杭県立自然公園は清水寺を中心とした里山景観が特徴であり、そのほとんどは加古川流

域に含まれているが、。武庫川流域では藍本の特異な山容を持つ虚空蔵山が含まれ登山客が多い。 

 

 
(2) 近畿圏の保全区域の整備に関する法律等 
武庫川峡谷の両岸地区は、北摂連山近郊緑地保全区域に指定されている。 

「近畿圏の保全区域の整備に関する法律」「都市緑地保全法」により、武庫川峡谷を含む西宮

市と宝塚市および神戸市の一帯が北摂連山近郊緑地保全区域に、千苅、生瀬の一部が近郊緑地特

別保全地区及び緑地保全地区に指定されている。 

 
(3) （2）環境の保全と創造に関する条例 
兵庫県では、健全で恵み豊かな環境を保全し、ゆとりと潤いのある美しい環境を創造するため

の施策を推進し、現在及び将来の県民の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的として、

「環境の保全と創造に関する条例」が平成 8年 7月 1日に施行された。この条例に基づく指定地

のうち、1箇所の自然環境保全地域と 3箇所の環境緑地保全地域が武庫川流域内に位置している。

自然環境保全地域としては、武庫川の三田市上本庄の市の駒
こま

宇佐
う さ

八幡神社が指定されている。こ

の神社の社寺林はコジイ林で、環境庁指定の特定植物群落でもある。環境緑地保全地域としては、

有馬川支流の有野川上流の神戸市北区有野町下唐櫃の三山王神社のカシ林、同西尾の有間神社コ

ジイ林、同八多町の八王子神社のアカガシ林が指定されている。 

 

(4) （3）鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律鳥獣保護及狩猟ニ関スル法律 

武庫川流域の内、六甲山、有馬富士、鏑射山
かぶらいやま

には大きな鳥獣保護区が設定されている。その他

の住宅地やその近郊は銃猟禁止区域である。山間部の大部分は指定がかけられていない。兵庫県

のほぼ全域はメスジカ可猟区域であるが、瀬戸内海側の市街化の進んでいる地域は、メスジカ可

猟区域から外れている。千苅貯水池付近は兵庫県内で唯一の鉛散弾規制区域である。 
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図 2.4.1 流域内の自然公園等 
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3. 流域の社会状況 
3.1 土地利用 
武庫川流域は上流から山地、盆地、山

地、扇状地、低地という地形になってお

り、山地を除く利用しやすい地形には人

が住み、土地を利用してきた。1921年（大

正 10年）には武庫低地のほぼ全域と三田

盆地は農地であり、流域の約 18.4%を占

めていた。また、市街地は少なく、わず

か 0.8%を占めるに過ぎなかった。1950年

（昭和 25年）には臨海部から市街地が増

加して 2.2%に、1993年には阪神工業地帯

が形成され、12.2%にまで増加した。その

ため特に農地が減少し、1921 年には

18.4％であったのに対し、1993 年には

11.6%まで減少している。1993 年には武

庫低地の宅地は飽和状態となっており、

その後三田盆地や裏六甲の市街化が進行

しているた。 

河川改修に伴う沿川の土地利用の変化

も見られ、大正時代の武庫川の河川改修で締め切った枝川、申川の廃川敷が宅地等になったこと

をはじめとして、大正期から昭和初期には、仁川合流点から逆瀬川合流点にかけての無堤地区で

の築堤に伴い、武庫川沿川の都市的土地利用が進んだ。また近年では、三田市街地周辺での河川

改修に伴うショートカットにより、廃川敷の土地利用の変換が行われている。また、河川改修に

伴い、下流部および三田市街地付近の武庫川沿川では、都市的な土地利用が行われ、都市施設や

公共公益施設、住宅、工場等の立地が進んだ。 

その他
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図 3.1.1 土地利用の変遷 
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1921 年             1950 年            1993 年 

 

図 3.1.2 流域土地利用の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1.3 流域土地利用の状況（2002年調査） 
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3.2 人口 
武庫川下流の氾濫域である流域は河口部

の尼崎市、西宮市は高度に市街化が進みが

高密度住宅地となり阪神工業地帯に属し、

早くから人口集中地域となっており、西宮

市では近年も人口の増加傾向が継続してい

る。いる。尼崎では 1970年に人口がピーク

に達し、その後徐々に減少しているが、世

帯数は逆に増加しており、核家族化が進ん

でいたことがわかる。逆に、周辺地域であ

る伊丹市、宝塚市では 1970 年～1980 年に

かけて世帯数、人口ともに増加している。

これには交通網の発達により、通勤等の時

間が短縮されたこと、ニュータウンが整備

されたことにより、市街地よりも郊外の住

宅地に居を構える人が多くなったことが影

響している。 

山間部の三田市では、大規模ニュータウ

ンの開発や交通環境が整えられたことから、

19851990 年を境に急激に人口が増加して

いたが、近年は横ばいとなっている。三田

市ではそのころから大規模な住宅整備、交

通整備が行われており、これに起因した増加である。 

1999年に篠山町、西紀
に し き

町
ちょう

、丹南町、今田町の 4町が合併して篠山市となったため、グラフ中
の 1965年～19950年は旧 4町の合計値を示している。篠山市は JR 福知山線の複線電化に伴い、

南部でベッドタウン化されているが、市全体でみると、世帯数、人口ともに横這いとなっている。 

 

1970 年         1975 年         1985 年          1995 年 

 

図 3.2.2 流域の人口分布 
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図 3.2.1 世帯数および人口の変遷（流域関係市） 
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3.3 産業・経済 
尼崎市など武庫川の河口部・臨海部周辺や JR 福知山線沿いでは、古くから製造業が集積し、

阪神工業地帯の中枢部の一つとしてわが国の高度成長を多様な面で支えてきた。また近年は、中

国自動車道沿線道の西宮北部、神戸市北区、三田市などで工業団地や流通業務団地等が整備され

ている。高度経済成長から安定低経済成長へと移行していくなかで、流域の産業構造もサービス

経済化がすすみ、第 3次産業のウェイトがより高くなりつつある。景気の低迷や構造的な不況に

より製造業等のモノづくり産業は厳しい状況にさらされており、より付加価値の高い産業構造へ

の転換が流域自治体の大きな政策課題となっている。 

 
(1) 産業構成 
事務所数・従業員数ともに、尼崎市や伊丹市で製造業を中心とする第 2次産業のウェイトが比

較的高い。く、阪神工業地帯の一角として位置づけを示している。また、篠山市、能勢町につい

ても第 2次産業のウェイトが高いが、これは商業・サービス業など第 3次産業が発展途上未発達

であるためと推察される。 

表 3.3.1 産業構成 

事業者数従業者数事業者数従業者数事業者数従業者数事業者数従業者数事業者数従業者数事業者数従業者数事業者数従業者数

農林漁業 8 195 6 61 3 59 14 117 8 120 12 150 9 192

農業 8 195 6 61 3 59 14 117 8 120 9 132 8 179

林業 - - - - - - - - - - 3 18 1 13

漁業 - - - - - - - - - - - - - -

非農林漁業 18,771 168,939 13,049 121,172 5,712 60,248 4,856 44,164 2,384 32,098 4,660 42,316 2,258 16,342

鉱業 1 26 - - - - - - - - 2 22 2 4

建設業 1,394 12,959 842 6,884 493 4,474 348 2,735 209 1,364 370 2,289 386 1,626

製造業 2,048 40,846 451 14,346 543 17,976 151 4,890 175 8,437 147 2,326 310 4,869

電気･ガス･熱供給･水道業 7 490 3 258 2 25 2 49 3 142 6 75 1 13

情報通信業 101 2,453 81 1,237 23 273 25 303 19 1,765 35 193 8 46

運輸業 327 9,507 250 8,792 123 4,066 41 1,445 31 1,077 164 1,910 29 556

卸売･小売業 5,414 36,063 3,676 29,362 1,688 13,980 1,524 11,438 724 6,736 1,342 11,626 665 3,757

金融･保険業 248 3,619 171 2,427 71 887 55 672 31 448 50 461 23 225

不動産業 1,004 3,204 1,300 4,082 324 1,142 407 1,305 113 553 220 591 65 131

飲食店,宿泊業 3,406 15,181 2,263 13,058 845 5,131 699 5,182 296 3,055 647 7,065 207 1,275

医療,福祉 1,090 15,472 992 15,249 346 4,288 451 6,306 157 3,380 440 8,818 85 1,655

教育,学習支援業 494 4,457 605 8,626 189 1,104 234 2,149 145 1,753 339 1,684 73 275

複合サービス事業 50 386 31 204 13 79 10 131 15 131 18 431 26 214

サービス業（その他） 3,187 24,276 2,384 16,647 1,052 6,823 909 7,559 466 3,257 880 4,825 378 1,696

神戸市北区 篠山市西宮市 伊丹市 宝塚市 三田市尼崎市

 
※平成 16年度 事業所・企業統計調査より（流域外を含む） 

出典：事業所・企業統計調査（平成 11年） 
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図 3.3.1 流域関係市の産業構成（平成 16年 事業所・企業統計調査） 
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(2) 製造業、商業 
事業所数・出荷額とも尼崎市が他市を圧倒して多く、これに伊丹市や西宮市が続いている。1

事業所あたり出荷額では、三田市が約 3228 億円で最も多く、生産効率の高い新鋭工場の立地が

すすんでいるものと考えられる。商店数・年間販売額ともに、地域密着型の商店街が数多くみら

れる尼崎市が流域自治体で最も多い。また販売額では西宮市のウェイトも高く、1商店あたりの

販売額は流域自治体中最も多い。 

表 3.3.2 製造業と商業の概要 

製造業 商業 

  
事業所数 

製造品出荷額等 

（百万円） 
事業所数 

年間商品販売額 

（百万円） 

尼崎市 1,018 1,321,233 5362 791,322 

西宮市 244 427,091 3641 733,338 

伊丹市 334 569,531 1677 402,769 

宝塚市 99 87,938 1518 178,435 

三田市 116 369,622 725 118,574 

神戸市北区 93 127,973 1324 191,637 

篠山市 160 207,000 668 60,948 
※製造業は、平成 17年工業統計調査結果より 
※※商業は、平成 16年商業統計調査結果より 

（いずれも流域外を含む） 
 

(3) 農林業 
流域上流部の篠山市、三田市では、武庫川沿いに水田を中心とする農用地が流域自治体の中で

は多い。 

表 3.3.3 農林業の概要 

経 営 耕 地 耕 作 放 棄 地 
  

総農家数

（戸） 農家数（戸） 面 積（a） 農家数（戸） 面 積（a） 

所有山林 

（a） 

尼崎市 360 360 11,038 15 186 37,970 

西宮市 457 457 15,929 31 432 377,307 

伊丹市 463 461 15,236 11 144 62,650 

宝塚市 702 698 39,790 58 862 74,647 

三田市 2,152 2,149 185,674 194 3,261 134,383 

神戸市 5,284 5,282 393,747 720 15,339 330,901 

篠山市 4,567 4,566 371,785 638 8,625 660,548 
※2005（H17年）農林業センサスより（流域外を含む） 

※※神戸市は全市の統計値である。 
 

(4) 地場産業・特産品 

流域における主な地場産業としては、西宮市南部や伊丹市の清酒、西宮市北部の和紙（名塩
な し お

紙）、

神戸市北部や・西宮市・三田市の竹製品などが知られている。主な特産品としては、宝塚市・伊

丹市の花卉
か き

・植木、三田市の三田牛、篠山市の黒豆・猪肉・松茸・丹波茶がある。 
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3.4 交通 
武庫川流域は近畿と中国・九州圏とを結ぶ交通の要衝所となっている。南部に名神高速道、阪

神高速神戸線と湾岸線が横断し、中国自動車道と山陽自動車道が流域内で結節分岐し、北部では

舞鶴若狭道が縦断している。また、JR 西日本の山陽新幹線、山陽本線をはじめ、阪急電鉄、阪

神電鉄、神戸電鉄関西圏の主要私鉄が武庫川を横断しており、いる。JR 福知山線は武庫平野か

ら篠山市までを縦断している。これらの交通網の整備とともに流域各市町が発展してきた経緯が

ある。 

国道網も南部の東西を 2号線と 43号線、南北には 176号線、篠山地区では東西に 372号線が

走っている。神戸市北区、西宮市と宝塚市北部を通る新名神高速道路が計画されている。 

 

 

図 3.4.1 流域内の主要な交通網 




